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生命の進化は共通祖先から現存生物につながる不断の進化系譜によって特徴づけ
られる。しかし進化の系譜は現在の情報から予測・推定するもので、直接計測するこ
とはできない。しかし近年、単細胞生物などであれば微細流路などの技術を活用し
て、細胞の増殖競合を数百世代にまで計測することが可能になってきた。またDNA

バーコードなどを用いて、単一の受精卵から多細胞体が形成される課程を、発生系
譜としてとらえる試みも進んできている。
このような技術的進展を背景に、実験計測された細胞の系譜をどのように解析す

るべきなのか？、またどんな情報が抽出できるのか？などの問題を解決する必要が
出てきている。本発表では、細胞系譜を表す分岐課過程基づく理論をまず紹介する。
分岐課程はセミマルコフ過程の拡張としてみなすことができ、その経路積分表現を
導入することで高い一般性を持って現象をとらえることができる。この理論をベー
スに、増殖率の応答関係などの結果を導く。
また合わせて、細胞系譜のデータから各細胞を特徴づける潜在状態を推定する統計

解析手法についても紹介する。細胞系譜は分裂が早い細胞がデータ内に overrepresent

されるという性質を持ち、これが統計的な増殖バイアスとなる。増殖バイアスを理
論的にとらえることは、細胞の生存競争による選択で歪んだデータを修正するだけ
でなく、選択の強さを定量することにもつながる。

このセミナーは 7/22よりはじまる小林先生の集中講義の一貫で行われます．集中
講義とは独立な内容ですので，お時間のある方は是非いらしてください．

○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！
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